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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第91期

第３四半期連結
累計期間

第92期
第３四半期連結
累計期間

第91期

会計期間

自平成26年
４月１日
至平成26年
12月31日

自平成27年
４月１日
至平成27年
12月31日

自平成26年
４月１日
至平成27年
３月31日

売上高 （百万円） 72,690 76,741 96,114

経常利益 （百万円） 7,387 10,383 9,516

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益
（百万円） 4,425 6,047 5,707

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 5,133 5,977 7,268

純資産額 （百万円） 70,760 76,073 71,584

総資産額 （百万円） 117,766 122,251 113,940

１株当たり四半期（当期）純利

益金額
（円） 33.19 45.29 42.78

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 55.15 57.00 57.64

 

回次
第91期

第３四半期連結
会計期間

第92期
第３四半期連結
会計期間

会計期間

自平成26年
10月１日
至平成26年
12月31日

自平成27年
10月１日
至平成27年
12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 13.73 19.24

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　　　　２．売上高には消費税等は含まれておりません。

　　　　３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　　　４．「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、第１四半期連結累

　　　　　　計期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」としておりま

　　　　　　す。

 

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、新たに締結した経営上の重要な契約等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断し

たものであります。

　なお、第１四半期連結累計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）

等を適用し、「四半期純利益」を「親会社株主に帰属する四半期純利益」としております。

 

 (1)業績の状況

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用環境や企業収益の改善が見られ、全体として緩やかな回復

基調となりましたが、中国の景気減速など海外経済の下振れ懸念がやや深まり、先行きへの不透明感が強まりまし

た。一方、個人消費につきましては、消費マインドが持ち直し傾向となり、総じて底固い動きで推移いたしました。

　このような状況の中、当社グループは当期で最終年度となる第５次中期経営計画「Mitsui Sugar Revolution

Phase2 (三井製糖2022への道) 」（2014年４月～2016年３月）の完遂に向け、役職員一同尽力してまいりました結

果、当第３四半期連結累計期間の業績及びセグメントの概況は以下の通りとなりました。

 

(砂糖事業)

　海外粗糖相場につきましては、期初は12セントでスタートし、13セント半ばまで達しましたが、主要生産国の好調

な圧搾状況や、国際商品市況全体の低迷などを受け、８月には10セント前半まで値を下げました。10月に入ると、世

界最大の輸出国ブラジルの圧搾遅れによる需給環境の逼迫見通しから、相場は14セント台まで急騰いたしました。そ

の後は主要生産国の１つであるインドの過剰在庫観測や、投機筋の資金流入、米国の利上げ観測など様々な要因が交

錯しながら相場は上下を繰り返し、15セント前半で第３四半期末を迎えました。以上のような相場動向の中、当社で

は慎重な原料糖調達に努めてまいりました。

　生産面では、期初からの順調な操業による工程の負荷軽減や、ガスの調達コストの低下もあり、前年同期と比較し

て製造変動費が減少いたしました。

　販売面では、飲料ユーザー向けが好調に推移したほか、家庭用についても年末需要期の出荷が好調であり、販売量

につきましては前年同期を上回りました。一方、価格面では上期の海外粗糖相場の下落を受けて10月から値下げを実

施いたしました。

　連結子会社では、生和糖業㈱で台風被害などによる販売量の減少があったものの、北海道糖業㈱では単位面積当た

り収穫量の増加などから販売量が前年同期を上回りました。また、昨年７月に連結子会社化した㈱平野屋が増収に貢

献いたしました。

　以上の結果、砂糖事業全体としては、売上高64,598百万円（前年同期比2.0%増）、営業利益3,790百万円（前年同

期比39.8%増）となりました。

 

期中の砂糖市況

　国内市中相場（日本経済新聞掲載、東京上白大袋１kg当たり）

　　始値185円～186円　高値185円～186円　安値183円～184円　終値183円～184円

　海外粗糖相場（ニューヨーク砂糖当限、１ポンド当たり）

　　始値12.00セント　高値15.85セント　安値 10.13セント　終値 15.24セント

 

(フードサイエンス事業)

　フードサイエンス事業につきましては、当社ではパラチニット部門における仕入商品の不振などがありましたが、

パラチノース部門において前期に国内生産を終了し輸入に切り替えたことなどから売上総利益率が改善し、増益とな

りました。

　また、連結子会社では、㈱タイショーテクノスの販売が回復し、前期に連結子会社化したニュートリー㈱で主力商

品の販売が好調に推移したことが増収増益に貢献いたしました。

　以上の結果、フードサイエンス事業全体としては、売上高11,134百万円（前年同期比31.3%増）、営業利益468百万

円（前年同期比92.6%増）となりました。

 

(不動産事業)

EDINET提出書類

三井製糖株式会社(E00356)

四半期報告書

 3/16



　前期に再開発した東京都杉並区及び川崎市の賃貸マンションが、ほぼ満室状態で稼働した効果に加えて、既存賃貸

物件に係る保全費用の発生もなく、売上高、営業利益とも前年同期を上回り、売上高1,008百万円（前年同期比16.7%

増）、営業利益534百万円（前年同期比50.2%増）となりました。

 

　以上の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は76,741百万円（前年同期比5.6%増）、営業利益は4,793百万円

（前年同期比44.8%増）となりました。

 

　営業外損益においては、受取ロイヤリティー5,306百万円、持分法による投資利益357百万円を計上したことなどか

ら、経常利益10,383百万円（前年同期比40.6%増）、親会社株主に帰属する四半期純利益6,047百万円（前年同期比

36.6%増）となりました。

 

 (2)事業上及び財務上の対処すべき課題

 当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

 (3)研究開発活動

 当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は540百万円であります。

 なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

(4)主要な設備

　主要な設備の新設等の計画は以下の通りであります。

会社名、

事業所名
所在地

セグメント

の名称

設備の

内容

投資予定金額
資金調達

方法

着手及び完了予定

総額

(百万円)

既支払額

(百万円)
着手 完了

三井製糖㈱
岡山市

南区

不動産

事業

賃貸設備

等
7,000 3,115

自己資金

及び借入

金等

平成27年７月 平成28年８月
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 300,000,000

計 300,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
(平成27年12月31日)

提出日現在発行数（株）
(平成28年２月10日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 141,667,400 141,667,400
東京証券取引所

市場第一部

権利内容に何

ら限定のない

当社における

標準となる株

式であり、単

元株式数は

1,000株であり

ます。

計 141,667,400 141,667,400 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

 該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額(百万円)

資本準備金残
高（百万円）

平成27年10月１日～

平成27年12月31日
－ 141,667,400 － 7,083 － 1,177

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成27年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

①【発行済株式】

平成27年12月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　8,137,000 －

権利内容に何ら限定のな

い当社における標準とな

る株式

完全議決権株式（その他） 普通株式　132,870,000 132,870 同上

単元未満株式 普通株式　　　660,400 － 同上

発行済株式総数 　　　　　141,667,400 － －

総株主の議決権 － 132,870 －

　（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が1,000株（議決権の数１個）含まれて

おります。

 

②【自己株式等】

平成27年12月31日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

　三井製糖株式会社
東京都中央区日本橋箱崎

町36－２
8,137,000 － 8,137,000 5.74

計 － 8,137,000 － 8,137,000 5.74

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成27年10月１日から平

成27年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成27年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 16,178 18,330

受取手形及び売掛金 6,848 9,575

商品及び製品 15,683 13,761

仕掛品 1,878 1,911

原材料及び貯蔵品 5,352 8,366

繰延税金資産 680 543

その他 1,595 1,738

貸倒引当金 △0 △29

流動資産合計 48,217 54,197

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 34,498 35,151

減価償却累計額 △20,887 △21,511

建物及び構築物（純額） 13,610 13,639

機械装置及び運搬具 72,683 73,090

減価償却累計額 △60,050 △59,244

機械装置及び運搬具（純額） 12,633 13,846

工具、器具及び備品 2,325 2,322

減価償却累計額 △2,016 △2,021

工具、器具及び備品（純額） 308 301

土地 18,435 18,436

リース資産 912 888

減価償却累計額 △118 △193

リース資産（純額） 794 695

建設仮勘定 2,960 3,973

有形固定資産合計 48,742 50,892

無形固定資産   

のれん 2,380 2,691

その他 678 924

無形固定資産合計 3,058 3,615

投資その他の資産   

投資有価証券 12,055 11,581

長期貸付金 35 25

退職給付に係る資産 302 343

繰延税金資産 685 685

その他 867 934

貸倒引当金 △25 △25

投資その他の資産合計 13,920 13,545

固定資産合計 65,722 68,054

資産合計 113,940 122,251
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成27年12月31日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 6,804 9,028

短期借入金 5,300 8,470

1年内返済予定の長期借入金 1,778 1,589

リース債務 93 92

未払費用 2,851 2,151

未払法人税等 1,900 1,593

役員賞与引当金 59 42

その他 3,995 3,644

流動負債合計 22,783 26,612

固定負債   

社債 10,000 10,000

長期借入金 2,555 2,444

リース債務 706 628

繰延税金負債 1,326 1,465

役員退職慰労引当金 218 208

退職給付に係る負債 2,886 2,968

資産除去債務 395 408

その他 1,484 1,442

固定負債合計 19,572 19,565

負債合計 42,356 46,178

純資産の部   

株主資本   

資本金 7,083 7,083

資本剰余金 1,291 1,291

利益剰余金 58,665 63,110

自己株式 △2,895 △2,899

株主資本合計 64,144 68,584

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 581 756

繰延ヘッジ損益 △1 △38

為替換算調整勘定 690 132

退職給付に係る調整累計額 263 247

その他の包括利益累計額合計 1,535 1,097

非支配株主持分 5,904 6,390

純資産合計 71,584 76,073

負債純資産合計 113,940 122,251
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年12月31日)

売上高 72,690 76,741

売上原価 56,723 58,011

売上総利益 15,967 18,729

販売費及び一般管理費   

配送費 3,408 3,615

役員賞与引当金繰入額 42 46

退職給付費用 149 113

その他 9,057 10,162

販売費及び一般管理費合計 12,657 13,936

営業利益 3,309 4,793

営業外収益   

受取利息 2 6

受取配当金 87 220

受取ロイヤリティー 4,012 5,306

持分法による投資利益 292 357

雑収入 124 167

営業外収益合計 4,518 6,059

営業外費用   

支払利息 98 80

社債発行費 47 －

固定資産除却損 63 82

設備撤去費 92 144

雑損失 138 161

営業外費用合計 441 469

経常利益 7,387 10,383

特別利益   

投資有価証券売却益 9 －

補助金収入 375 1,202

負ののれん発生益 － 78

特別利益合計 384 1,280

特別損失   

固定資産圧縮損 359 1,186

固定資産除却損 207 －

投資有価証券評価損 － 554

段階取得に係る差損 － 52

特別損失合計 567 1,793

税金等調整前四半期純利益 7,204 9,869

法人税、住民税及び事業税 2,125 3,218

法人税等調整額 434 229

法人税等合計 2,559 3,447

四半期純利益 4,645 6,422

非支配株主に帰属する四半期純利益 219 374

親会社株主に帰属する四半期純利益 4,425 6,047
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年12月31日)

四半期純利益 4,645 6,422

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 183 196

繰延ヘッジ損益 △46 △59

退職給付に係る調整額 68 △26

持分法適用会社に対する持分相当額 283 △555

その他の包括利益合計 487 △445

四半期包括利益 5,133 5,977

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 4,874 5,629

非支配株主に係る四半期包括利益 259 347
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

　第２四半期連結会計期間より、従来持分法適用関連会社であった株式会社平野屋の株式について、発行済株

式総数の8.1％を追加取得したことにより、同社を連結の範囲に含めております。

 

（会計方針の変更）

（企業結合に関する会計基準等の適用）

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日。以下「連結会計基準」

という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　平成25年９月13日。以下「事業分離等

会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社

の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用とし

て計上する方法に変更しております。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合について

は、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半

期連結財務諸表に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分

から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期連結累

計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

　企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び事

業分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点か

ら将来にわたって適用しております。

　これによる四半期連結財務諸表に与える影響は軽微であります。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

１．保証債務

連結会社以外の会社の金融機関等からの借入等に対する連帯保証

 
 

前連結会計年度
（平成27年３月31日）

当第３四半期連結会計期間
（平成27年12月31日）

㈱ホクイー 11百万円 30百万円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　　第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額

は、次の通りであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日
至 平成27年12月31日）

減価償却費 2,657百万円 2,770百万円

のれんの償却額 124 503

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年12月31日）

　配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月24日

定時株主総会
普通株式 667 5.0  平成26年３月31日  平成26年６月25日 利益剰余金

平成26年10月31日

取締役会
普通株式 534 4.0  平成26年９月30日  平成26年12月３日 利益剰余金
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Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年12月31日）

　配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月23日

定時株主総会
普通株式 801 6.0  平成27年３月31日  平成27年６月24日 利益剰余金

平成27年11月５日

取締役会
普通株式 801 6.0  平成27年９月30日  平成27年12月３日 利益剰余金

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：百万円）

 報告セグメント

調整額
四半期連結
損益計算書
計上額 砂糖事業

フード
サイエンス
事業

不動産事業 合計

売上高       

外部顧客への売上高 63,348 8,478 863 72,690 － 72,690

セグメント間の内部

売上高又は振替高
29 － 34 64 △64 －

計 63,378 8,478 898 72,755 △64 72,690

セグメント利益 2,710 243 355 3,309 － 3,309

(注）セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの資産に関する情報

　当第３四半期連結会計期間において、ニュートリー株式会社を連結子会社としたことに伴い、前連結会計

年度の末日と比べ、当第３四半期連結会計期間の報告セグメントの資産の金額は、「フードサイエンス事

業」セグメントにおいて6,269百万円増加しております。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（のれんの金額の重要な変動）

　ニュートリー株式会社を連結子会社としたことに伴い、のれんの金額に重要な変動が生じております。当

該事象によるのれんの増加額は、当第３四半期連結累計期間において、「フードサイエンス事業」セグメン

トにおいて2,354百万円であります。
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Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：百万円）

 報告セグメント

調整額
四半期連結
損益計算書
計上額 砂糖事業

フード
サイエンス
事業

不動産事業 合計

売上高       

外部顧客への売上高 64,598 11,134 1,008 76,741 － 76,741

セグメント間の内部

売上高又は振替高
32 75 30 138 △138 －

計 64,630 11,210 1,039 76,879 △138 76,741

セグメント利益 3,790 468 534 4,793 － 4,793

(注）セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下の通りであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 33円19銭 45円29銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（百万円）
4,425 6,047

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期

純利益金額（百万円）
4,425 6,047

普通株式の期中平均株式数（千株） 133,345 133,531

　（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　　　該当事項はありません。

 

２【その他】

　平成27年11月５日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次の通り決議いたしました。

　(イ）中間配当による配当金の総額……………………801百万円

　(ロ）１株当たりの金額…………………………………６円00銭

　(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成27年12月３日

（注） 平成27年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

   平成28年２月８日

三井製糖株式会社    
 

 取締役会　御中  

 

 有限責任監査法人トーマツ  

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 佐藤　嘉雄　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 山田　知輝　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている三井製糖株式会
社の平成27年４月１日から平成28年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成27年10月１日から平成
27年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年12月31日まで）に係る四半期連結財務
諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ
ビューを行った。
 
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財
務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を
作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
 
監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する
結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し
て四半期レビューを行った。
　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質
問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認
められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 
監査人の結論
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め
られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、三井製糖株式会社及び連結子会社の平成27年12月31日現在の財政状態
及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要
な点において認められなかった。
 
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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